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１．はじめに

既設ＲＣ床版の補修・補強工法として，鋼板接着工法が適用され約 年が経過した現在，補強鋼板の発30

錆，浮き等の損傷が顕在化している場合があるようである。

鋼板接着工法により補強されたＲＣ床版の再補修方法としては，エポキシ樹脂の再注入や鋼板の再接着，

あるいは全面的な床版の打換えが一般的であるが，種々の課題も残される。

そこで，打換え工法の適用が困難な場合の補強方法として近年開発された「鋼合成サンドウィッチ工法」

を，鋼板接着により補修されたＲＣ床版の再補修方法としての適用性を検討した。

本報告は，鋼板接着による補修が実施され 年が経過した橋梁に，既設鋼板を利用した鋼合成サンドウ27

ィッチ工法を適用した事例について紹介するものである。

２．在来工法の問題点

鋼板接着工法により補強されたＲＣ床版の再補修において，一般に考えられる工法および問題点を列挙す

れば，以下のとおりである。

（１）再注入工法

既設鋼板とＲＣ床版とのはく離面にエポキシ樹脂を再度注入し，躯体との合成効果の回復を図る工法であ

る。交通規制を必要としないこと，経済性に優れる特徴を有するため，鋼板接着施工直後における対処法と

しては有効と考えられる。しかしながら，経年後の施工に際しては，浮き部の状況（水分，錆，塵等）によ

っては，接着効果に疑問が残ることや樹脂厚さの増加による合成効果への影響等の懸念がある。

（２）再接着工法

浮きを生じた鋼板を撤去し，躯体に付着したエポキシ樹脂を除去した後，再度鋼板接着を実施する工法で

ある。交通規制を必要としないこと，上案の懸念事項が払拭されるため，部分的な損傷における対処法とし

。 ， ， ，ては有効と考えられる しかしながら ほぼ全面にわたる再接着では 鋼板撤去に労力を要するだけでなく

床版コンクリ－トに残留した注入材の撤去が非常に困難である。また，既設ＲＣ床版の損傷が著しい場合，

本工法の適用は補強効果が得られないことも考えられる。

（３）床版打換え工法（プレキャスト床版）

既設ＲＣ床版を全面的に撤去し，プレキャスト床版に打換える工法である。打ち換え工法は，長期間の交

通規制が必要であるものの，抜本的な対策工として有効である。しかしながら，地覆高欄等の更新が避けら

， 。れないため経済性に劣ることや既設床版の撤去にともなって 建設廃棄物が大量に生じる事が避けられない

３．鋼合成サンドウィッチ工法の特徴

本工法は，図－１に示すように既設ＲＣ床版を上下に配した鋼板および貫通ボルトにより連結し，サンド

ウィッチ構造とするものである。損傷が著しい床版に適用した場合でも，大幅な耐荷力の向上や断面剛性の

増加が得られることが，実験により確認されている 。また，貫通ボルトにより補強材自体が自立した構造１ ）

であることから，既設ＲＣ断面に期待しないで補強効果が得られる 。２ ）
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本工法を鋼板接着がされた床版に適用した場合の特徴とし

ては，次のようなことが挙げられる。

・下面に既設の鋼板が配置されていることから，上面のみに

新たに配置することとなり，鋼板の有効活用が図られる。

・アクセサリ－（地覆，高欄，伸縮継手）の更新を必要とせ

， ，ず部分的な施工が可能であるため 打換え工法と比較して

建設廃棄物の発生が少なく，かつ経済性に優れる。

４．実橋における適用事例

既設鋼板を利用したサンドウィッチによる補強を適用

した橋梁は，一般国道に架設された図－２に示すような 図－１ 補修断面詳細（単位： ）mm

断面を有する橋梁である。本橋は，昭和 年に架設さ32

れ，その後，昭和 年に車道および歩道添架のため拡47

幅，昭和 年に側径間部が伸長されている。48

鋼板接着工法は，昭和 年竣工時のＲＣ床版下面に32

ひび割れの拘束を目的として，昭和 年に拡幅が実施47

された際に施工されたようである。したがって，再補修

の施工がなされるまで 年が経過している。27

鋼板接着工法が，わが国に導入され 年であること30

から，鋼板接着工法の適用事例としては，初期のもので

ある。また，現在では橋軸方向に添接板により連続化さ

れて施工される鋼板が，本橋では各鋼板で縁切れされて

おり，配力筋方向の補強はなされていない。 図－２ 補修対象橋梁の断面（単位： ）mm

本橋の対策工法は，上述の在来工法に対する懸念およ

び拡幅部の床版に損傷が認められないことから，鋼合成サンドウィッチ工法を選定した。なお，本工法の選

定に際しては，既設鋼板の腐食による断面欠損がないことを超音波による調査によって確認するとともに，

既設鋼板への削孔が可能かどうかについて実験を実施して検証した。

本工法の施工においては，既設床版へのコア削孔に精度の高い施工が要求される。そこで，幅員方向に複

数箇所の同時施工ができ，橋軸方向には，コア削孔機がレ－ル上を移動することにより正確な位置で削孔で

きるように工夫した機械を開発し使用している。

５．おわりに

既設鋼板を利用した鋼合成サンドウィッチ工法の今後の課題としては，( )既設鋼板接着工法の効果を評1

価する手法の確立( )既設鋼板の損傷状態を評価する手法の確立( )さらなる施工性の向上が挙げられる。, 2 , 3 ,

また，鋼合成サンドウィッチ工法適用後の効果の確認についても検証していく必要があり，実橋でのひず

み測定を予定している。

鋼板接着工法が既設ＲＣ床版の補強方法として適用されて 年が経過した現在，鋼板接着がなされた床30

版の再損傷が顕在化するものと思われる。また，全面的な床版打ち換え工法の適用が合理的でない場合も少

なからずあるものと思われる。建設廃棄物の減量および維持管理費用の縮減が望まれていることから，種々

の補修工法および構造物に対する合理的な再補修技術の確立が急務である。

本報告が，今後の再補修技術確立への何らかのご参考になれば幸いであると考える。
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